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図書委員会における司書の役割

足 立 純 子（聖路加国際病院 医学図書室係長 司書）

私に与え られたテーマは、「図書委員会に

おける司書の役割」ということですので私な

りに考えたことを、お話してみたいとおもい

ます。司書、殊に病院の図書室の司書という

のは、図書委員会とは何か、レファレンス・

サーヴィスとは何かを考えるよりも、レファ

レンス・サービスなりを気がつかないうちに

行っているんですね。そこが、強みでもあり、

弱みでもある訳です。では自分がやっていた

ものが果して良かったのかどうかを、時には、

考えることも必要だろうと思います。今日御

出席の皆さんは、図書委員会をお持ちであれ

ば、それなりに司書としての役割を果たして

いらっしゃると思いますが、こういう機会に、

もう一度自分の役割が果して、これでいいの

かどうか、あるいは、今以上のことができる



のか、問題を抱えている所では、何か解決方

法があるのかを、お考えになるチャンスにし

ていただければと思います。

はじめに、ちょっと申し上げておきたいの

ですが、先はどから、ここに御出席の先生方

もおっしゃっていますように、病院の図書室

というのは、様々であります。今日私かお話

する内容をよく理解して頂くためには、ある

程度聖路加病院図書室という所を、簡単に御

説明しなければならないだろうと思います。

最初に平均的な図書室の姿が提示されました

が、あれよりか、もう少し予算が多くて、ス

タッフも、もうちょっと多くて、臨床研修指

定病院でもある総合病院の図書室とお考えい

ただいて、私の話を聞いていただいたらと思

います。それぞれの病院というのは、独自の

運営方針というか、目標、つまり、病院とし

てこうあるべきだという目的みたいなものを

持っていると思いますが、病院図書室とは何

かということを考えると、いわゆる情報提供

という機能を通して、親機関の目標とすると

ころを、診療部門とか事務部門と同様にバッ

ク・アップしていると考えていいのではない

かと思います。診療とか、教育、研究上必要

とされる情報を提供するというのが、病院図

書室の共通した役割であると一般的には言わ

れています。病院の設立趣旨とか、目標とか、

あるいは診療、教育、研究の内容は、先ほど

から御出席の先生方の病院紹介からもわかり

ますが、それは様々ですね。

司書というのは、そこで何をしたらいいの

かを考えますと、２つの側面を持っているだ

ろうと思います。例えば資料がそこに初めか

らあれば、それは利用さ、れるように整理をし

なければならないわけで、いわゆるＴｅｃｈｎｉｃａｌ

Ｓｅｒｖｉｃｅ的な能力を持っていること。基本的

にはこれができなければ司書とはいえないの

ではないかと思います。しかしこれだけでは

司書として十分ではないと思います。

極端ないいかたをすると、これらＴｅｃｈｎｉｃａｌ

Ｓｅｒｖｉｃｅ的な作業は、司書としての Ｔｒａｉｎｉｎｇ

を受けなくても、少し図書室に勤務していれ

ばある程度のことはやっていけるだろうと思

います。少し偉そうな言い方をさせて頂くな

らば自分のところの図書室が、その病院のい

わゆる Ｎｅｅｄにあっているか、必要な情報が

十分に提供できているかを考えながら、Ｔｅｃｈ－

ｎｉｃａｌ Ｓｅｒｖｉｃｅを行ってこそＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌな

ＨｏｓｐｉｔａｌＬｉｂｒａｒｉａｎあるいは、ＭｅｄｉｃａｌＬｉ－

ｂｒａｒｉａｎ と言えるのではないかと思います。

従って司書の仕事は、まず自分の病院を詳し

く知ることからはじまると思います。例えば

設立の趣旨とか、今までの活動の内容や経過、

そして今後の方向性などです。具体的にいい

ますと、総合病院なのか、専門病院なのか、何

か診療科に特色があるのか。研究施設を持っ

ているのか、それとも診療だけをやっている

のか。あるいは医師、看護婦、検査技師、事

務職員がどの位いるのか、それ以外にもどん

な専門家がいるのか。゙病院の年間予算はどれ

位なのか。厚生省の研修指定病院なのか。各

種学会の専門の教育病院に指定されているの

か。病院の中には、どんな教育プログラムが

あるのか等、いろいろあると思います。

いま申し上げたことは常識的なこととして、

既に御存知の情報かもしれませんが、もう一

度図書室のサービスと結びつけて考えていた

だきたいと思います。

さらに、大きい大学と違いまして、病院で

は利用者の数も限られますから、できれば各

医師の専門とか他の利用者の興味対象とかを、

把握できれば尚更よいと思います。もう一つ

それと同様に重要なことは自分の図書室の現

状を的確に知っておくことです。

たとえば蔵書構成、利用者層、あるいは利

用される資料の傾向、そして一番重要なこと

として、図書室でリクエストに応えられなかっ

た事例などです。更に病院予算の中で図書室

費用の占める割合なども知っておくことが大

切です。午前中の統計に関する発表の時にも、
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お話がありましたけれど、やはり大学との比

較や、あるいは総合病院と専門病院とを比較

することなどは余り意味がありませんから、

同規模の又は似たような機構の施設と比較し

て、自分の図書室の長所、短所を客観的に知っ

ておくことも大切だと思います。では、私が

今申し上げた各種情報はどこから人手するか、

もし病院で年次統計ですとか、事業年報、報

告書とかを作ってらっしゃるようでしたら、

それらから病院全般についての傾向や、教育

活動、各科診療の動向、あるいは病院全体の予

算などを知ることができますし、人事のこと

もわかるだろうと思います。更に業績集のよ

うなものをお作りになっていれば、各先生方

の専門とか、興味対象もわかってくるだろう

と思います。こういったもの以外にも病歴室

からもいろんなデータが入手できると私は思っ

ているのです。例えば死亡原因や、患者の傾

向などのデータなどです。他にも考えてみれ

ば、いろいろな資料が我々のまわりにはころ

かっているのではないでしょうか。しかし、

最大の情報源は利用者だといえると思います。

日常、利用者がどんなことを言ってくるかと

いうことが最も明確な図書室像を把握する情

報源になるだろうと思います。それには、や

はり利用統計がきちんと取られていなければ

話にならない訳で、図書委員会で司書が果す

役割以前に、日常業務がどれだけきちんと行

われているかということが一番問題になって

くるのではないかと思います。

さて、図書委員会というものは、私にとりま

しては非常に心強い存在だといえます。図書委

員会の各委員を通しても、現在、病院ではどう

いう事柄が問題になっているのか、各科で必要

としている情報要求は何か等をかなりＤｉｒｅｃｔに

知ることができます。又、アンケートの結果

で も明らかなように、収書や図書室 内部で

のサービス向上に関しては、司書の個人的努

力次第でかなり改善されるところがあります

が、人事や、予算あるいは、施設など、要す
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るにお金のかかることになりますと、もう私

どもの力の範囲を越えてしまいます。そうし

た場合に図書委員会というのは、利用者の要

求を実際に、図書室の運営に反映させる機能

を持つと同時に、図書室の強力な Ｓｐｏｋｅｓｍａｎ

として、図書室業務を強力に Ｂａｃｋ ｕｐして

いただける機関になっていただきたいと私は

思っております。そこで各委員の方々にいわ

ゆる図書室の Ｓｐｏｋｅｓｍａｎとしての自覚を十

分にもっていただくように、ここに御出席の

先生方は本当に頭が下がる位に、私どもより

もかえって病院図書室のことをご存じですが、

不幸にして、そうでない場合は、やはり図書

委員会とはどういうものか、図書委員とはど

いういものかを、わかっていただけるように

する事が司書の一番の難かしく、そして大切

な役割ではないかと思います。

話が漠然としてまいりましたので、私のと

ころの図書委員会の紹介をして、後の討論の

参考にしていただければと思います。聖路加

病院の図書室は大正初期頃からあったらしい

のですが、図書委員会がいつ頃から出来たの

かは私もよく知りません。昭和３０年頃は５

～６名の医師が図書委員として任命されてい

たようです。しかし、図書委員会は開かれず

に、司書が各委員を廻り、半分以上の委員の

サインを得られた本を買っていたようです。

委員の任期も決まっていないようでした。昭

和４６年に、当時の日野原重明院長代理が病

院の機構改革を行い、その時に図書委員会も

正式に発足いたしました。当初は医師が８名、

司書が１名の図書委員会でした。昭和４６年

以来、委員には司書を含めて全員に辞令がで

ます。現在は８月を除いて毎月定期的に会が

開かれるようになっております。先ほど年１１

回も委員会やって何を話しているんだろうと

いう御意見もありましたが、とにかく年１１

回開いております。

昭和４６年の発足を機会に、購入図書のみ

ならず、図書室運営全体について討議するよ



うになりました。委員は２年毎に院長から指

名され、委員長は医長の中から選ばれます。

また、看護婦の利用増加に伴いまして、昭

和５１年に看護部門からも委員が加わりまし

た。従来、事務系は独自に図書を購入してい

ましたが、昭和５７年から事務系図書、及び

業務用図書も全て図書委員会で扱うようにな

りました。そこで事務系からも委員に入って

もらいたい希望を持っておりますが、今のと

ころは、Ｄｏｃｔｏｒが中心の委員会になってお

ります。次に図書委員会を開くまでの準備に

ついてお話します。皆さんの所にも出入の書

店がそれぞれあると思いますが、聖路加でも

出入りの書店から毎月見計い本が入ってきま

す。更にそれ以外にも各社の出版案内とか様々

な情報が図書室には送られて参ります。また

先ほどお話にも出ましたがＣｏｒｅＪｏｕｒｎａｌ，Ｃｏｒｅ

Ｂｏｏｋの例えばＪ．Ａ．Ｍ．Ａ，ＢｒｉｔｉｓｈＭｅｄｉｃａｌ

Ｊｏｕｒｎａｌ，Ｌａｎｃｅｔ，ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪ．ｏｆＭｅｄｉ－

ｃｉｎｅなどの代表的な週刊誌の書評欄やＢｏｏｋｓ

Ｒｅｃｅｉｖｅｄなどに可能な限り目を通して、ど

んなものが出版されているかを知っておくこ

とは大切だと思います。そして、それらの書

評の中から、自分の図書室にどうかと思うよ

うな図書は、書店からの見計いとして持って

きてもらうようにしています。でも実際には

なかなか書評を読んだ位では本当に必要なも

のかどうか判らないですね。ただ、私どもの

場合は、原則としては、利用者からのリクエ

ストを図書委員会で検討するシステムになっ

ておりますので、各専門分野での新刊書とい

うのは、それぞれ専門の先生方のリクエスト

を中心に考えています。

各種統計類や辞書類、あるいは 基礎系の

教科書的なもの、又は図書委員が出ていない

科の図書や専任の医師がいないような科に関

する図書はできる限り、図書室でカバーし、

出版情報を関係者に意識的に流すようにして

います。時にはいわゆる教科書として揃えて

おくべき図書で、リクエ ズトが出てこなかっ

たものについて、図書室の方で取り寄せ、本当

に図書室に備えておく必要がないのかどうか

関係者の意見を伺うようなこともしておりま

す。

何か Ｂａｓｉｃで、何か Ｃｏｒｅなのかというこ

とは、大いに議論の余地があり、今日一日話

しても終るものではありませんが、一般によ

く参考にされるものとしては、ＡｌｆｒｅｄＢｒａｎ－

ｄｏｎという人が２年おきにアメリカの医学図

書館協会誌に出している小さい図書室向けの

図書及び雑誌リスト、いわゆる ＢｒａｎｄｏｎＬｉｓｔ

を参考にしていただければいいと思います。

日本語のものに関しては、こちらの近畿病図

協で編集された Ｍａｎｕａｌの後の方に出てい

るリストを参考にしていただければいいので

はないかと思います。もう一つは ＢｒｉｔｉｓｈＭｅ－

ｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌに、３ヶ月～４ヶ月ごとにＣｌｉ－

ｆｏｒｄ Ｈａｗｋｉｎｓという人が“Ｗｈａｔ’ｓｎｅｗｉｎ

ｔｈｅｎｅｗｅｄｉｔｉｏｎ？”というコーナーを担当し

ています。これはテキスト的な内容の図書の

新しい版が出るたびに、内容がどう変わった

かを説明してくれています。これに限らず様々

な批評にできる限り目を通すようにして、も

しも良さそうな図書があれば、見計いで取り

寄せ関係者に書評をつけて届け、内容をチェッ

クして頂くようにしています。前にも申し上

げましたが、統計類だとか、辞典・辞書の類

は、ある程度司書の裁量で選べ、図書委員会

でも通りますが、残念ながら専門書となりま

すと、私などは信用がそれほどありません。

他の図書室でも司書の推選した図書がすんな

り通らないことを経験されることも多いと思

います。司書なんて選書では本当に微力だと

思いしらされます。しかしながら正攻法では

駄目でも、病院として購入しておいた方が良い

と思われる図書があれば、その分野の専門家

の意見を伺い、必要とすべき図書との判断が

下されれば、その先生の名前で図書委員会に

出していただくというような方法を考えてみ

てもよいかもしれません。収書方針に関して
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は、先ほどのアンケート結果と同様のものが、

私共にもありますので、個人のリクエストの

うち、当院の収書方針にあっていれば、見計

いで取り寄せることにしております。

時々、広告だけで購入してほしいというリ

クエストがありますが、私どもの場合、でき

る限り現物の図書を取り寄せる方針を取って

おりまして、図書が届いた時点でリクエスト

された方に見て頂き、再度、図書委員会に購

入希望を出すかどうかを伺うことにしており

ます。購入希望を出すということになると、

購入希望の理由が必要です。一応私ども司書

の方で聞いておくか、あるいは購入希望図書

願いというものがありますので、それに必要

な理由を書いていただくようにしています。

委員会までに購入希望図書に関して、改版さ

れたものであれば、図書室所蔵の旧版の版数

をチェックしたり、似たような内容のものが

図書室に既に購入されていないかをチェック

し、問題がなければ購入希望図書一覧表を作

る事になります。

以上が図書室側からのデータとして委員会

に提出され、購入図書の決定が行われます。

また選書以外の報告事項とか協議事項をもリ

ストアップし、質問が予想される時には資料

と共に、それに対する図書室側の希望的な意

見を必ず作成しておきます。そして最終的に

はそれが通るように努力するようにしており

ます。先程も申しましたが、私どもの病院で

は、同じ方が何年も委員をつとめて下さるこ

ともありますけれど、一応委員の任期は二

年なのです。そうしますと毎年必ず新しい方

が入ってらっしゃいますので、そういった先

生方には図書室業務に関する説明を簡単にさ

せていただいて、委員というものの役割を暗

にお話するようにしております。それとは別

に毎年作成する病院の報告書に図書室のこと

が４ページ位書かれていますし、さらに別途

の、この会場のうしろに展示しています年報

を図書室独自に作成しています。これを図書

３６

委員全員に配り、一年に一度は図書室業務の

報告をかなり詳しく行っています。ちょっと

余談ですけれども、私どもがはじめ年報を作

ろうと思いましたのは、上から命令されたわ

けではなく、このような報告書を作らないと

図書室は何をやっているのかよその部署に全

然わかってもらえなかったので作りはじめた

次第です。それと午前中にも篠原さんが云っ

てらっしゃいましたが、記録に残らない仕事

というのが図書室の場合かなりありますので、

そういった理由からも細かいことまで報告書

には全部入れ、トータルな意味での図書室

を判ってもらうようにしています。説明も数

字だけでなく、私のコメントも附記してあり

ますので、もしよろしければご覧になってく

ださい。開催回数については、毎月（８月を

除いて）１１回というのは確かに大変なんで

す。１０人近く委員がおりますので 全員揃う

というのは殆んど不可能な話です。手術がま

だ終らないとか、あるいは研究日にぶっかっ

ているとかで一人か二人は抜けることがあり

ます。それでも通常３分の２以上は出て下さ

います。そこで、聖路加病院の場合は、例え

ば奇数月は月曜日、偶数月は火曜日にすると

かしてできるだけ多くの先生方に出席してい

ただけるよう工夫しています。大体一週間前

くらいに掲示をしまして、更に当日も各先生

方に電話をして出欠の確認と議題の中味につ

いて簡単に説明をします。

実際の委員会の運営につきましては、委員

長と事前に打合せをしますが、委員長が議事

進行をしてくれます。そして収書方針に添っ

て、予算は一ヵ月に１５～２０万円位の目安で、

それ以内に収まるように司書は電卓を持って

計算しながらやっております。議事 の進行は

委員長が行ないますが議題の提出、各種報告

など司書が行ないまして、委員会終了後は必

ず記録を作成するようにしています。これが

聖路加病院のやり方です。先程も申しました

けれども、人事とか施設とかお金のかかるこ



とに関しましては、私ども司書だけで決定す

ることは無理で、特に図書委員長との二人三

脚という形で院長あるいは事務長に交渉を行

なわなければいけません。そこで、図書委員

長の先生と如何に仲良くやっていくか、ある

いは図書室のことを如何に良く判っていただ

けるかということが一番問題になってくると

思います。私どもの場合は二年任期というこ

とで、ある程度判っていただけたころに、ま

た新しい先生になってしまうということがお

こります。しかし逆に考えてみますと、二年

任期ということは今うちの病院の医長の多く

が図書委員長を経験してくださることになる

わけで、最初は相手の性格とか好みとかを知

るのに苦労する面がありますが、やはり一人で

も多くの先生が図書室に関わりを持ったこと

があるというのは、非常にいいことではない

かと自分に言いきかせながらやっています。

図書委員会の議題の中心は、やはり選書の

ようですが、司書としてお願いしたいことは、

できれば日常の運営管理上の基本方針とか、

収書方針とかの大きなことを委員会で決めて

いただきたいということです。といいますの

は、そういう大きな方針がはっきりしていれ

ば、司書の方で独自に判断し事を進めてゆけ

討 論

座長：ありがとうございました。今から約一

時間弱の予定で論議をいたしたいと思います。

そこで、今後の論議を一つは管理・運営に関

すること、次に実務的な問題一収書やサービ

スーについて、最後に如何に評価を行って図

書室のよりよい運営を計っていくかという三

点を中心に深めていき、可能であればある程

度のまとめをしたいと思います。

まず、委員会の現状の中で特に委員会の位

置づけについて考えてみたいと思います。ア

ンケート調査によりますと独立機関であると

る部分がかなり多くなってくると思われるか

らです。それと、司書が委員会のメンバーに

入っていないところでは、やはり司書をメン

バーの一員に加えていただきたいと思うので

す。また発言権のない場合は発言権を持たせ

てほしいと思います。私は大学図書館と病院

図書室はやはり機能が全く違うものだと思っ

ています。限られた予算の中で有効に利用者

の要求をとり入れ、かつフィードバックする

には、現場のものが入っていないと上手く機

能しないと思うのです。司書は元来そういっ

た能力を身につけておくべきでしょうが、図

書委員会の中で逆に司書がそういった面も教

育されることが多いのは私の経験からも確か

ですので、是非司書の参加ということを考え

ていただきたいと思います。

図書委員会のメンバ―構成につきましては

できれば各科から多くの方に参加していただ

くのが良いと思います。その場合、どうして

もその科の代表といいますか、極端な表現を

しますと利益代表といった意識の方が決して

少なくないのです。しかしやはり病院全体の

ことを考えて委員会の運営をするべきだと思

いますので、その点お考えいただきたいと思

います。以上です。

いう回答が実に１６施設もある。これは設問

自体にも問題かおるのかもしれませんが、佐々

木先生、このことについて何かご意見ござい

ませんか。

佐々木：まず独立機関と回答された施設の方

がいらっしゃいましだら、どういう形の独立

かお教え願いたいと思います。私のところは

独立ではなく諮問機関であると考えています

が、図書委員会の活動について病院から干渉

されることは全くありません。ただ先程も言

いましたように財政的な面、人事面について

決定権を握らない限り本当の意味での独立と

３７




